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アサド政権の崩壊とともに、半世紀にわたる
独裁体制が幕を下ろした。

国は揺れ、民は問う。

帰還か、脱出か。希望か、恐怖か。

本作は、激動の移行期にあるシリアの“いま”を
見つめるドキュメンタリー。

大統領宮殿からサイドナヤ刑務所まで崩れゆく
旧体制の痕跡と、暗い過去が影を落とす新政権の
実像を追う。

未来に手を伸ばそうとする人々の声と、歴史が
動いたその瞬間を、あなたは目撃する。

シリアの過去と現在。そして国民の声

『希望と不安のはざまで』
ドキュメンタリー/52分/2024年
監督：ジャワル・ナディ、ヤエル・グジョン、アポリーヌ・コン
ヴァン

難民映画祭パートナーズ上映会
内容：上映・ゲストトークなど
料金：無料・要事前申し込み
詳細：www.jvtacademy.com/lmc/meisei/

明星大学の授業「映像翻訳」について

明星大学人文学部国際コミュニケーション学科
の授業「映像翻訳」では、映画の字幕づくりを通
して“言葉を超える表現”を学んでいます。
今回上映する作品の字幕は、夏期集中講義の８日
間をかけて、20名の学生たちが協力しながら翻
訳し、完成させたものです。
言語の魅力と翻訳の奥深さを、ぜひスクリーンで
感じてください。
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